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講師 大阪大学理学部 金 森 順次郎
遷移金属,合金の物理 と題するこの講義は,約 12時間にわたって行なわれたが,遷
移金属そして合金が,いかに多くの情報量を,我々に与えてくれるかを示 した内容豊富












結局, oKにおいて,いかにして bandtheoryが成功 したかという話であった｡ (た
だし,ポテンシャル,凝集エネルギーはあわない｡)
最後に,非周期系の電子構造に関する話があった｡





















講師 九大 ･理 小 林 謙 二
講義はほぼテキス トに沿っておこなわれたので,テキス トの各節の題目とそれらの簡








§7･ 1次元 ferromagneticchainにおける solitarymagnon
§8･ Josephson接合中での磁束の伝播 とソリトン
§9･ 結晶成長における surfaceRoughening転移
















講師 京大･理 玉 垣 良 三














低密度で 1so超流体,高密度で 3p2超流体,陽子は高密度で lso超流体になっている
と思われる｡ これは Hglitch'の後の Relaxationtimeの計算により確かめられるo





§6･ Pioncondensation と核子 系のスピン層状構造 :OPEP のテンソル力を反映し
た状態として,ALS構造が老えられる｡この構造で核子は Z方向には局在化してお
り, xy方向には2次元 Fermigasとして動 くO この時核子場は, 7r場のsollrreS(r)
を与え, 7r場は凝縮する.この相転移は TTF-TCNQの Pierls転移と類似 している｡
(文責 :中原幹夫 )
｢Electrons,Holes,and ExcitonsinthePhononField｣
講師 東大 ･物性研 豊 沢 豊















講師 東工大 ･理 永 田 一 括











(文責 :馬場 健 )
｢ Theory ofMetalicHydrogen｣















原子には coreがない｡それゆえ,金属水素では自由電子 を出発点として,電子 -イオ
ン相互作用及び電子一電子相互作用を摂動と考えて,全エネルギーを計算する方法がと




ル )に比例 し,符号は負である.格子を cubicからずらすとPは小さくなるか ら,エネ
ルギーは,後者の方で得をす る｡ C/a(結晶面間距離と格子定数の比 )を変化させなが





｢N.M.R.in Liquid and Solid Helium →
















講師 京大 ･基研 米 沢 富美子
i.Prologue
ここで考えるのはアモルファス (aと略 )Ge, Siで ある｡不規則性は電子の状態











クラスターモデル (原子の小さいクラスターに適当な境界条件を課す ) weaire-Thope
モデル,ランダムスタッキングモデルなどで計算されている｡特にW-Tモデルは不規
則系において も状態密度にgapが生ずることを厳密に示 した｡結晶には Blochの定理が
あるが不規則系にもそれに相当するものがほしい｡W-Tの理論はその手がかりを与え




講師 東大･理 久 保 亮 五





































サブゼ ミ 物理基礎I｢超流動 3He｣










講師により, Superflowの instability及び Singularityに対する Topologicalな分類が
示 された｡









講師 九大 ･理 川 崎 恭 拍
























(文責 :東理大 ･理 土田孝之 )
磁性サブゼミ ｢核磁性｣











(文責 :京大 ･工 ･金属 ･中村研 高橋 明 )
光物性サブゼミ ｢光物性 とコヒーレンス｣
講師 阪大 ･理 櫛 田 孝 司



















講師 日立中研 城 石 芳 博
強誘電体,強弾性体,強磁性体の相転移現象 を説明するため,まず,これらの定義付
けを行い,どの様な物質を強誘電体,強弾性体,強磁性体と呼ぶかを述べ,次に,これ
らの物質の相転移を相津理論を用いて点群の変化で分類した上で現象論的に相転移を説
明するため Landau理論を導入し,この理論で観測値が説明できることを示した｡また,
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構造相転移や逐次相転移についても豊富な具体例を示 した｡更に, Incommensurate相
転移にも触れ,Levanyuk& Sannikov理論の紹介を行なった｡ その他,低次元物質や強
誘電液晶の相転移まで巾広い解説が行なわれた｡
(文責 :竹中久貴 )
低温サブゼミの紹介は,都合により省略いたします｡
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